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議会だより議会だより
おおはる

定
例
会
は
、
３
月
１
日
に
開
会
し
、
令
和
５

年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
議
会
の
個
人
情

報
保
護
条
例
の
制
定
な
ど
23
議
案
を
可
決
・
同
意
し
、
17
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

３３
月月

議
会
の
あ
ら
ま
し

議
会
の
あ
ら
ま
し

子
ど
も
医
療
費　

子
ど
も
医
療
費　

1818
歳
ま
で
無
料
に

歳
ま
で
無
料
に

▼
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
、
子
ど

も
医
療
費
を
無
料
に
す
る
対
象

を
、
15
歳
か
ら
18
歳
年
度
末
ま

で
に
拡
充
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
条
例

　
「
出
産
育
児
一
時
金
」
を
、

42
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上

げ
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
税
の
資
産
割

額
を
廃
止
し
、
所
得
割
額
の
税

率
を
改
正
し
ま
す
。

▼
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

　

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　
　
　
　
　
　
　

定
め
る
条
例

　

安
全
計
画
の
周
知
や
送
迎
バ

ス
へ
の
ブ
ザ
ー
設
置
な
ど
、
利

用
す
る
乳
幼
児
の
安
全
を
確
保

す
る
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
当
初
予
算
な
ど
可
決

令
和
５
年
度
当
初
予
算
な
ど
可
決

●
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　

改
修
工
事
設
計
委
託
料

　

令
和
６
年
度
に
「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す
る
た

め
、
役
場
２
階
を
改
修
す
る
設

計
費
用
で
す
。

    　　

令

和

５

年

度　

主

な

施

策

主
な
条
例
改
正
・
制
定

― 

３
月
定
例
会 

―

▼
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
条
例

　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に

伴
い
、
地
方
議
会
が
法
律
の
適

用
対
象
外
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
議
会
独
自
の
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

▼
学
校
教
育
総
務
事
務
費

　
　
　
　

１
２
５
０
万
６
千
円

　　

物
価
上
昇
に
よ
る
小
中
学
校

給
食
費
の
値
上
が
り
分
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

●
総
合
防
災
訓
練

　

防
災
訓
練
を
体
験
型
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
備
蓄
倉
庫
設
置
工
事

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
搭
載

し
、
温
度
管
理
が
可
能
な
防
災

用
の
備
蓄
倉
庫
を
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
に
設
置
し

ま
す
。

●
見
守
り
端
末
購
入
補
助

　

新
入
学
児
童
の
保
護
者
が
、

子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る
こ
と

が
で
き
る
端
末
の
購
入
費
を
補

助
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー

ル
跡
地
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
改
修
）
す
る
た
め
に
、
設
計

な
ど
を
行
い
ま
す
。

主
な
補
正
予
算

●
健
康
公
園
整
備
事
業

　

健
康
遊
具
を
設
置
す
る
公
園

を
、
三
本
木
堅
田
ち
び
っ
こ
広

場
と
一
体
的
に
整
備
す
る
た
め

測
量
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

世
代
を
超
え
た
交
流
が
で
き
る

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
西

公
民
館
）
を
開
設
し
ま
す
。

●
出
産
・
子
育
て
応
援
金

　

妊
娠
・
出
産
の
届
出
時
に
、

各
５
万
円
の
応
援
金
を
支
給
し

ま
す
。

●
街
頭
消
火
器
な
ど
購
入

　

街
頭
に
設
置
し
て
あ
る
地
元

管
理
の
消
火
器
を
町
で
管
理

し
、
未
設
置
の
地
域
に
は
町
が

消
火
器
を
設
置
し
ま
す
。
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◆
装
置
に
代
わ
る
措
置
と
は

　

送
迎
バ
ス
の
ブ
ザ
ー

な
ど
の
装
置
に
代
わ
る
措
置
と

は
何
か
。

　

装
置
を
付
け
る
の
で

は
な
く
、
点
呼
な
ど
を
し
て
確

認
す
る
。

◆
内
容
の
詳
細
は

　

堀
之
内
砂
子
線
の
基

本
設
計
委
託
料
２
０
０
０
万
円

で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
委

託
し
て
い
く
の
か
。

　

狐
き
つ
ね
あ
な穴
球
技
場
か
ら
浄

水
場
ま
で
の
測
量
や
、
事
業
認

可
に
必
要
な
図
書
作
成
な
ど
で

あ
る
。

◆
対
象
は

　

こ
の
改
正
で
、
18
歳

年
度
末
ま
で
の
全
て
の
方
が
対

象
に
な
る
の
か
。

　

入
院
・
通
院
と
も
、

18
歳
年
度
末
ま
で
全
て
の
方
が

対
象
に
な
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

　　

保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
は

保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
は　　

　　

討討  

論論     
     

反反
対対
・・
賛賛
成成

議
案
議
案
質質
疑疑

ダ
イ
ジ
ェ

ダ
イ
ジ
ェ
スス
トト

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

中
学
校
部
活
動
の
現
状
と
今
後
を
問
う

中
学
校
部
活
動
の
現
状
と
今
後
を
問
う

　　　議　　　案　※議長は採決に加わりません 賛成 反対 議決
結果

町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定 ９ １ 可決

町情報公開・個人情報保護審議会条例の一部改正 10 0 可決

町職員定数条例の一部改正 10 0 可決

町職員の給与に関する条例の一部改正 10 0 可決

町パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正

10 0 可決

町国民健康保険税条例の一部改正 ９ 1 可決

町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正

９ １ 可決

町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正

10 0 可決

町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正

10 0 可決

町子ども医療費支給条例の一部改正 10 0 可決

町国民健康保険条例の一部改正 10 0 可決

令和４年度　一般会計補正予算（第 11 号） 10 0 可決

令和４年度　介護保険特別会計補正予算（第３号） 10 0 可決

令和５年度　一般会計予算 ９ 1 可決

令和５年度　国民健康保険特別会計予算 ９ 1 可決

令和５年度　土地取得特別会計予算 10 0 可決

令和５年度　介護保険特別会計予算 ９ 1 可決

令和５年度　後期高齢者医療特別会計予算 ９ 1 可決

令和５年度　下水道事業会計予算 10 0 可決

監査委員の選任（住田昭敏氏） 10 0 同意

町議会の個人情報の保護に関する条例の制定 ９ １ 可決

不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための
経済的支援制度の確立を求める意見書

10 0 可決

令和５年度　一般会計補正予算（第１号） 9 1 可決

３　

月　

定　

例　

会

子
ど
も
医
療
費
支
給

　
　

条
例
の
一
部
改
正

町
職
員
定
数
条
例
の

　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

　

反
対　
　
　
　

𠮷よ
し
は
ら原　

経つ
ね
お夫

　

令
和
４
年
度
は
、
小
中
学
校

の
給
食
に
対
し
て
一
食
当
た
り

小
学
生
40
円
、
中
学
生
50
円
の

追
加
補
助
を
し
、
保
護
者
負
担

を
増
や
さ
な
か
っ
た
。

　

令
和
５
年
度
予
算
で
は
、
こ

の
補
助
を
な
く
し
、
保
護
者
負

担
を
大
幅
に
増
や
す
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
反
対
す
る
。

　

賛
成　
　
　
　

若わ
か
や
ま山　

照あ
き
ひ
ろ洋

◆
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

　

街
頭
消
火
器
が
未
設

置
の
地
域
に
、
ど
の
よ
う
に
設

置
し
て
い
く
の
か
。

　

地
域
と
相
談
し
て
、

５
年
か
け
て
設
置
し
て
い
く
。

　

歳
入
で
は
、
個
人
町
民
税
の

増
収
、
新
築
家
屋
の
増
加
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
交
流

が
で
き
る
よ
う
に
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
西
公
民
館
を
多
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
。
行

政
機
構
改
革
を
行
い
、
新
た
に

財
政
課
と
長
寿
支
援
課
を
設
置

す
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
を
18

歳
年
度
末
ま
で
無
料
に
拡
充
。

砂
子
防
災
公
園
の
整
備
や
町
内

河
川
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
計
画
的
に
推
進

す
る
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
予
算

と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
議
案
に
賛
成

す
る
。

◆
ど
う
変
わ
る
の
か

　

総
合
防
災
訓
練
は
、

◆
な
ぜ
増
員
す
る
の
か

　

町
長
部
局
の
職
員
定

数
を
20
人
増
員
す
る
。

　

増
員
す
る
理
由
と
、
20
人
の

根
拠
は
。

　

機
構
改
革
を
行
い
、

総
務
部
に
財
政
課
、
福
祉
部
に

長
寿
支
援
課
を
新
設
し
、
増
大

す
る
業
務
量
に
対
応
し
て
い
く

た
め
で
あ
る
。

　

今
後
の
退
職
者
数
な
ど
を
見

込
み
、
20
人
と
し
た
。

　

増
員
は
、
令
和
５
・
６
年
度

の
２
年
間
で
行
い
た
い
。

４年間　ありがとうございました。４年間　ありがとうございました。

議会広報特別委員会　議会広報特別委員会　

手嶋いずみ

三輪明広

鈴木　満

　𠮷原経夫

松本英隆（副委員長）

鈴木康友

　一般質問を担当して、要点を簡潔にまと

める事の難しさを痛感し、まちかどインタ

ビューでは、ご協力に感謝しかありません。

　４年間の経験を活かして、活動いたします。

　担当は議案の質疑です。何度も読み返し、

内容をまとめました。

　一般質問と質疑の要約を担当しました。

できるだけ、分かりやすくお伝えすること

に大変苦労しました。

　委員を 10 年務めましたが、分かりやすく

読みやすい文章、表現などいまだ勉強中です。

町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　

基
準
を
定
め
る
条
例
の

　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

◆
補
助
額
の
根
拠
は

　

小
中
学
校
の
給
食
費

が
、
一
食
当
た
り
20
円
の
補
助

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
根
拠
は
。

　

一
食
当
た
り
の
負
担

の
増
額
が
、
小
学
校
は
40
円
、

中
学
校
は
50
円
と
な
っ
て
お

り
、
お
お
む
ね
半
額
の
補
助
と

し
た
。

質
問

答
弁

質
問

　毎回のように締め切りに追われ、委員長に

注意される夢を見ています。

質
問

答
弁

昨年度の様子

若山照洋（委員長）
　※コメントは「暫時休憩」をご覧ください。

地
区
会
場
を
設
け
ず
、
全
体
会

場
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
容
に
ど
の
よ
う
な
変
更
が

あ
る
の
か
。

　

昨
年
11
月
に
「
ぼ
う

さ
い
マ
ス
タ
ー
㏌
お
お
は
る
」

を
開
催
し
た
。

　

そ
れ
に
加
え
、
リ
ア
ル
な
状

況
の
中
で
、
参
加
者
が
自
分
で

考
え
て
、災
害
が
起
き
た
時
に
、

自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
た
め

の
知
識
を
学
ぶ
も
の
を
考
え
て

い
る
。

答
弁

令
和
５
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　

補
正
予
算

◆
計
画
の
内
容
は

　

大
治
小
学
校
に
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
を
建
設
す
る
計
画
が

あ
る
。

　

そ
の
設
計
を
委
託
す
る
が
、

ど
こ
に
、
い
く
つ
教
室
を
造
る

計
画
な
の
か
。

　

児
童
数
の
増
加
に
よ

り
、
今
後
、
教
室
不
足
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
校
庭
の
西
側
に

２
階
建
て
で
、
４
教
室
を
計
画

し
て
い
る
。

質
問

答
弁
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総
代
業
務
は
地
域

と
行
政
の
取
り
ま
と

め
役
と
し
て
大
変
重

要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
業
務
が
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
一
年
の
任
期
で
は
把
握
で
き
な
い
う
ち

に
交
代
す
る
場
合
が
あ
る
と
聞
く
。

　

総
代
の
業
務
内
容
を
分
か
り
や
す
く
す
る

資
料
を
新
た
に
作
成
し
、
業
務
負
担
の
減
少

や
担
い
手
不
足
の
解
消
へ
つ
な
げ
る
考
え
は

な
い
か
。

 鈴
す ず き

木　康
やすとも

友

問い合わせに丁寧に対応する

　　

総
代
業
務
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

総
代
業
務
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

町
長　

総
代
の
業
務
内
容
は
、

資
料
の
提
示
や
総
代
会
な
ど
で

丁
寧
に
説
明
し
、
ま
た
、
個
別

の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

分
か
り
や
す
い
資
料
を
作
成

し
、
総
代
業
務
の
引
き
継
ぎ
の

参
考
に
で
き
る
よ
う
、
提
供
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、町
か
ら
の
業
務
は
、

な
る
べ
く
簡
素
化
、
縮
減
に
努

め
て
い
る
。

　

保
留
児
童
は
、
保
育

所
に
入
所
し
た
い
が
で

き
な
い
全
て
の
児
童
の

こ
と
で
、
そ
の
う
ち
の

一
定
条
件
を
満
た
し
て
い
る
の
が
待
機
児
童

に
な
る
。
特
定
の
保
育
所
へ
の
入
所
希
望
の

場
合
は
待
機
児
童
に
は
該
当
し
な
い
。

　

保
育
園
・
こ
ど
も
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
待
機
児
童
と
、
保
留
児
童
の
現
状
や
、

令
和
５
年
４
月
当
初
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

町
長　

保
育
園
な
ど
の
待
機
児

童
は
無
い
が
、
保
留
児
童
は
４

月
当
初
で
33
人
の
見
込
み
で
あ

る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

西
部
児
童
ク
ラ
ブ
で
８
人
が
待

機
と
な
っ
て
い
る
。

　

夏
休
み
中
は
、
他
の
児
童
ク

ラ
ブ
を
利
用
し
て
も
ら
っ
た

り
、
新
事
業
の
「
子
ど
も
の
居

場
所
確
保
事
業
」
で
、
対
応
を

検
討
し
て
い
る
。

  𠮷
よしはら

原　経
つ ね お

夫

新しい事業も活用し対応する

　　

保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
は

保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
は　　

ずばり直言！ ずばり直言！ 一 般 質 問一 般 質 問
一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般について質問することです。質問と答弁を要約してお知らせします。

スマホから簡単
に見られます！

町
長　

町
で
は
、「
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
母

子
手
帳
交
付
時
に
配
布
し
て
い

る
。
新
た
に
妊
娠
８
カ
月
で
の

面
談
を
実
施
す
る
。

　

一
時
保
育
を
０
歳
児
に
拡
充

す
る
の
は
、
安
全
配
慮
な
ど
の

面
か
ら
難
し
い
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
、
子
育
て

ア
プ
リ
は
、
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

切れ目のない支援に取り組む

　　

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

　

核
家
族
化
が
進
み
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
希

薄
と
な
る
中
で
、
孤
立

感
・
不
安
感
を
抱
く
妊

婦
や
子
育
て
家
庭
も
少

な
く
な
い
。

　

本
町
の
現
在
の
取
り
組
み
、
一
時
保
育
事

業
の
０
歳
児
へ
の
拡
充
、
子
育
て
ア
プ
リ
の

導
入
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
る
情
報
発
信
の

考
え
に
つ
い
て
問
う
。

 手
て じ ま

嶋　いずみ

　

デ
ジ
タ
ル
庁
が
発

足
し
「
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
た

重
点
計
画
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
本
町
の
取
り
組
み

や
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
や
「
行

か
な
い
窓
口
」
を
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化

や
手
続
き
の
時
間
を
短
縮
す
る
考
え
は
。

 後
ご と う だ

藤田　麻
ま み こ

美子

　　
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
導
入
を

書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
導
入
を

町
長　

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

向
け
、
職
員
を
研
修
に
派
遣
す

る
な
ど
、
ス
キ
ル
向
上
に
注
力

し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
や
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
先
進
自

治
体
を
参
考
に
、
施
策
を
検
討

し
て
い
く
。

デジタル化を進める 人材確保など検討する課題は多い

教
育
長　

現
在
、
部
活
動
へ
の

加
入
は
、
希
望
者
の
み
と
な
っ

て
い
る
。
も
う
少
し
長
く
活
動

し
た
い
と
い
う
生
徒
の
声
も
聞

い
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
活
動
制
限
を
し
て
い
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
委
託
は
考
え
て

い
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
外
部

指
導
員
な
ど
の
確
保
を
行
う
。

　

地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

　　

中
学
校
部
活
動
の
現
状
と
今
後
を
問
う

中
学
校
部
活
動
の
現
状
と
今
後
を
問
う

    

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は

部
活
動
の
地
域
移
行
に

向
け
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
従
来
と
違
っ
た
部
活
動
の
在

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
部
活
動
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。
問
題
点
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　

今
後
、
部
活
動
指
導
員
や
外
部
指
導
者
の

確
保
、
委
託
の
考
え
を
問
う
。

 松
まつもと

本　英
ひでたか

隆

　任期満了に伴い、一部事務組合の議会議員の

選挙を行いました。

■海部地区急病診療所組合議会

　　　　　　　後藤田　麻美子　議員（再選）

■海部東部消防組合議会　　

　　　　　　　若山　照洋　議員（再選）

　　　　　　　三輪　明広　議員（再選）

人事案件

■監査委員

　　住田　昭敏　氏（再任）

　
任期は、令和５年４月１日

から４年間です。

　意見書

　国会が附帯決議した「不登校の児童生徒が、

いわゆるフリースクール等の学校以外の場にお

いて行う多様な学習活動に対しては、その負担

の軽減のための経済的支援の在り方について検

討し、その結果に基づき必要な財政上の措置を

講ずること」を進めることを求める。

提出先：衆議院議長・参議院議長・内閣総理大

臣・内閣官房長官・総務大臣・財務大臣・文部

科学大臣

不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保

のための経済的支援制度の確立を求める意見書

選挙の結果



おおはる議会だより（4）

暫
時
休
憩

６月定例会  日程（案）　

　５月３１日（水）議会運営委員会

　６月　７日  （水） 開会　上程・提案説明

　　　１２日  （月）一般質問

　　　１３日  （火）質疑

　　　１５日  （木） 総務建設常任委員会

　　　　　　　   　予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　　１６日  （金） 文教厚生常任委員会

　　　　　　　　   　予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　　２３日  （金）10：00　 予算決算常任委員会

                         　  11：00　 採決　閉会

※午前 10 時開催です。日程は変更となる場合があります。

　陳情書などは５月２３日受付分まで取り扱います。

　定例会日程は、町ホームページにも掲載しています。

まちかどまちかど

インタビューインタビュー

№７１№７１

　

大
治
町
を
拠
点
と
し
て
活
動

す
る
「ka

jii

（
カ
ジ
ー
）」
の

ク
マ
ー
マ
さ
ん
（
38
歳
）
と
、

創そ
う

さ
ん
（
34
歳
）
に
、
お
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
全
国
各
地
で
日

用
品
楽
器
を
使
っ
た
コ
ン
サ
ー

ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
特
別

授
業
を
行
い
、
テ
レ
ビ
や
Ｃ
Ｍ

に
も
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

―
ど
う
し
て
日
用
品
を
使
っ
た

楽
器
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
の
で

す
か
。

　

ク
マ
ー
マ
は
エ
レ
キ
ベ
ー

ス
、
創
は
ド
ラ
ム
な
ど
、
も
と

も
と
普
通
の
楽
器
で
、
個
々
に

活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
た
ク
マ
ー

マ
が
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
こ
と

を
や
り
た
く
て
、
食
器
を
一
つ

の
楽
器
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

す
ご
く
面
白
く
て
、
も
っ
と
広

げ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
９
年
前
に
「
食

琴
」
が
生
ま
れ
、
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
も
の

で
音
を
出
せ
た
ら
、
音
楽
を

も
っ
と
楽
し
め
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
楽
器
を
作
り
始
め

ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
、
１
５
０
種
類
以

上
の
楽
器
を
作
り
ま
し
た
。

―
な
ぜ
大
治
町
を
拠
点
に
さ
れ

た
の
で
す
か
。

　

単
純
な
理
由
な
ん
で
す
が
、

創
が
西
区
、
ク
マ
ー
マ
が
中
川

区
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
お
互

い
の
間
を
と
っ
て
大
治
町
に
し

ま
し
た
。
借
り
て
か
ら
わ
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
ア
ク
セ
ス
が

と
て
も
い
い
！

　

ど
こ
に
行
く
に
も
車
で
移
動

す
る
の
で
、
僕
た
ち
に
と
っ
て

最
高
の
場
所
で
す
。

―
こ
れ
ま
で
の
苦
労
や
良
か
っ

た
こ
と
は
。

　

手
作
り
楽
器
は
「
台
」
が
難

し
い
で
す
。
音
が
出
る
部
分
は

結
構
い
ろ
い
ろ
作
れ
ま
す
が
、

何
を
使
っ
た
楽
器
か
わ
か
る
よ

う
に
、
ど
う
見
せ
る
か
が
、
苦

労
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
演
奏

の
機
会
が
な
く
な

り
、
一
時
は
廃
業

も
考
え
ま
し
た
。

　

で
も
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
活
動
資
金
を

募
り
、
グ
ッ
ズ
や

Y
o
u
T

u
b

e
 

動
画

を
作
成
し
て
、
乗

り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

や
っ
て
良
か
っ

た
こ
と
は
、
た
く

さ
ん
あ
り

ま
す
。

　　

一
番
は
、
い
ろ
ん
な

方
に
僕
た
ち
が
作
り
あ

げ
た
楽
器
の
音
色
を
聞

い
て
も
ら
え
る
こ
と
。

　

ま
た
、
常
に
今
ま
で

に
な
い
新
し
い
音
を
探

す
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
運
命
的
な

出
会
い
に
よ
り
、
い
ま

のka
jii

が
あ
り
ま
す
。

―
最
後
に
一
言

　

音
楽
は
音
を
楽
し
む

こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
き
な
り
楽
器
を
使

い
こ
な
す
こ
と
は
無

理
だ
け
ど
、
身
近
な
も

の
で
音
楽
を
楽
し
む
と

い
う
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
こ
と
で
、
楽
器
の
面

白
さ
を
伝
え
、
子
ど
も

た
ち
に
音
楽
に
触
れ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
がka

jii

の
活
動
理
念

で
す
。

　

３
月
29
日
（
水
）
に
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
希
望
の
家
で
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
用
品
楽
器
と
は
思
え
な
い

音
色
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
あ

り
、
笑
い
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
、
最
後
ま
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
空
き
缶
を
使
っ
た
楽

器
「
バ
ネ
缶
」
を
会
場
の
皆
さ

ん
に
配
っ
て
い
た
だ
き
、
全
員

が
演
奏
に
参
加
し
た
と
き
に

は
、
会
場
が
一
体
と
な
り
、
幻

想
的
で
感
動
し
ま
し
た
。

　

海
外
か
ら
も
演
奏
の
依
頼
が

あ
るka

jii

さ
ん
。
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日用品から素晴らしい音色を持つ楽器を誕生させ、多くの方から絶賛！！日用品から素晴らしい音色を持つ楽器を誕生させ、多くの方から絶賛！！

令和元年６月定例会

あ れ か ら ど う な っ た ！ 　過去４年間の一般質問から、その後どうなったかを

追跡取材し、お知らせします。

質問　福祉巡回バスの利便性の向上を

答弁　福祉巡回バスは、公共施設利用の利便性

　　を図ることを目的に運行している。

　　　その目的を踏まえ、検討していく。

令和３年 12 月定例会

質問　太陽光発電を各避難所に設置せよ

答弁　導入を検討する。

・令和５年４月から福祉巡回バスのルートが

変更になりました。

▼議会では、令和２年３月に特別委員会を設

置し、令和４年３月に利便性の向上を求め、

ルート変更の要望書を町へ提出しました。

・災害発生時にブラックアウト対策とし

て、ソーラー LED 付避難所案内看板を、

令和５年度には公民館、スポーツセン

ター、総合福祉センターに設置します。

▼各避難所への太陽光発電の導入は、未

定です。

令和３年３月、４年６・９月、５年３月定例会

質問　ヤングケアラー対策の充実を

答弁　相談体制の充実に努めていくが、個別

　　相談には、なかなかつながっていかない。

・小中学校の教師や子育て支援課の職員など

が、家庭訪問などを行うとともに、各種相談

に応じています。

▼子育て支援課が相談窓口になっています。

創創クマーマクマーマ

▼
今
年
の
桜
は
、
平
年
よ
り
７
日
、

昨
年
よ
り
５
日
早
く
開
花
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
お
花
見
を
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

▼
今
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
議
員
改
選
前
の
最
終
号
に
な

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
選
挙
は
終
わ

り
、
新
た
な
12
人
の
議
員
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
４
年
間
で
、町
民
の
方
か
ら
「
読
み
や
す
く
な
っ
た
」

や「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」な
ど
の
う
れ
し
い
お
言
葉
や
、「
わ

か
り
に
く
い
」
な
ど
厳
し
い
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
お
言
葉
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
あ
り
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
長
と
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

▼
最
後
に
、
委
員
会
を
代
表
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
に
愛
さ
れ
、
発
行
を
待
ち
望
ま
れ
る
「
議
会

だ
よ
り
」
を
目
指
し
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
山　

照
洋
）
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